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筑波大学における日本語漢字教育の理念と実践





書『BASIC KANJI BOOK 基本漢字 500 vol.1&2』および『INTERMEDIATE KANJI 






Education Policy and Practice for Teaching Japanese Kanji at the 
University of Tsukuba：
Kanji Classes Using BASIC KANJI BOOK Series
 
             KANO Chieko
【Abstract】The author explains the education policy of “BASIC KANJI BOOK Vol.1 
& 2” and “INTERMEDIATE KANJI BOOK Vol.1 & 2”, which were developed for 
teaching kanji at the Education Center for Foreign Students of the University of 
Tsukuba (later called the International Student Center, and at present called the 
Center for Education of Global Communication), and reports on actual practice in 
kanji classes.  While the material data in the textbooks may become out-of-date, the 
education policy and well-designed practice for teaching kanji as a part of teaching 
vocabulary will continue to be of use in the future. 






『BASIC KANJI BOOK 基本漢字 500 vol.1&2』（凡人社 1989、以下 BKB と略す）およ












































BKB の 1 課から 7 課までを使って、上記１）の漢字の成り立ちや表意性を教えるため
の漢字の導入を考えた。それらは、字形から意味が推測しやすい漢字、いわゆる象形文






に加えて、1 課から 4 課までの既習漢字語を使って質問文が作れるように「何」を入れた。
5 課では、漢字の組み合わせでできる漢字として「明、休、体、好、男、林、森、間、畑、





















BKB の 15 課以降は、４）の使用頻度の高い熟語に使われる漢字を、できるだけ語彙
の意味的ネットワーク、文法的用法などのまとめになるように配置して導入することを
試みた。語彙の意味的ネットワークを考えて漢字を選んだ課は、15 課「人の関係をあら
わす漢字」、18 課「位置をあらわす漢字」、20 課「行政区分をあらわす漢字」、23 課「趣
味の漢字」、25 課「日本の結婚式」、26 課「日本の四季」、28 課「テスト問題」、29 課「大
学の入学試験」、31 課「旅行」、32 課「駅などで見る表示」、33 課「町で見る表示」、34
課「物の名前と総称」、35 課「経済で使われる漢字」、36 課「感情を表す漢字」、39 課「空
港建設」、40 課「地理で使われる漢字」、42 課「大学のカリキュラム」、43 課「変化を
表す漢字」、44 課「抽象概念を表す漢字」であり、10 課「時をあらわす漢字」を加える
と 20 課分がこれに相当し、全体の約 44％を占めている。
文法的用法を整理する目的で漢字を配置した課は、16 課「形容詞の漢字 -2-」、17 課「動
詞の漢字 -2-」、19 課「接辞の漢字 -1-」、21 課「動詞の漢字 -3-」、22 課「漢語 -1-」、24 課「動
詞の漢字 -4-」、27 課「接辞の漢字 -2-」、37 課「動詞の漢字 -5-」、38 課「形容詞の漢字
-3-」、41 課「漢語 -2-」、45 課「接辞の漢字 -3-」であり、8 課「形容詞の漢字」と 9 課「動
詞の漢字」と合わせると、13 課分で全体の約 29％を占める。ただし、19 課は場所の接
辞、22 課は科目の漢語、45 課は抽象的概念の接辞と考えれば、語彙の意味的ネットワー
クとも重なる。
30 課「部首 -5-（手へんとさんずい）」は、11 課～ 14 課で紹介された部首導入の課の













レベル 補講漢字１(10 週 ) ／総合漢字１(15 週 )















・ 部首 [ 偏、傍、冠、脚、垂、構、遶 ] と字形構造（L11）
[ 学習・教育方法 ]
L1,L2 は漢字の表意性を解説しながら書き方を指導する







レベル 補講漢字２(10 週 ) ／総合漢字２(15 週 )






































レベル 補講漢字３(10 週 ) ／総合漢字３(15 週 )

























レベル 補講漢字４(10 週 ) ／総合漢字４(15 週 )
































門クラス（10 週で BKB の L1 ～ L22 を使用）、鄭・柳田（2013）は、2011 年度の補講
漢字入門クラス「K200」2（10 週で BKB の L1 ～ L11 使用、現在の「補講漢字１」相当）
に関する報告である。















いた補講漢字クラス（10 週で BKB の L23 ～ L45 を使用する）、石田（2014）は 2011










































特に中級学習者を対象とする IKB の vol.1 では、漢字を学習しながら、漢字語彙の知
識を字形、読み、意味、用法の面から整理し、それぞれの学習者に自らの弱点を自覚さ






















扱っている。また、IKB の vol.1 では、特に非漢字圏学習者のために、字形による漢字
索引を採用しており、部首による漢字の整理をも試みている。
















レベル 補講漢字５(10 週 ) ／総合漢字５(15 週 )


















レベル 補講漢字６(10 週 ) ／総合漢字６(15 週 )
















字７」と「漢字８」で IKB の vol.2 を使用している。
表４　上級漢字クラスの概要
レベル 補講漢字７(10 週 ) ／総合漢字７(15 週 )






















レベル 補講漢字８(10 週 ) ／総合漢字８(15 週 ) 春学期
















レベル 補講漢字８(10 週 ) ／総合漢字８(15 週 ) 秋学期














































































週で、１学期は IKBvol.2 の L2、L4、L6、L8 を使用、2 学期は L1、L3、L7、L11 を使用、
3 学期は L5、L12、L14、L15 を使用するという変則的なシラバスであり、レベルとし
ては現在の「補講漢字８」に相当する）の報告である。一方、平形（2013）は 2011 年













































































3. IKB vol.1 に載っている漢字力診断テストは、中級の漢字学習に進む前に、学習者
の漢字語彙を読む力、書く力、意味理解の力、用法を 12 の評価項目（各 10 問）
で診断するテストであり、その結果から学習者の弱点・困難点がわかるように設計
されている。これと同様の目的で、初級、中級、上級の WEB 版の漢字力診断テス
トが開発され、筑波日本語テスト集（TTBJ=Tsukuba Test-Battery of Japanese、
URL：ttbj-tsukuba.org）の中で公開されている。これらのテストの開発に当たっ
ては、2015 年度～ 2017 年度科学研究費補助金基盤研究（B）「日本語の漢字力評
価の方法に関する研究」（研究代表者：加納千恵子、研究課題番号：15H03214）
による助成を受けた。













































Intermediate Kanji Book Vol.2 を使用した授業の実践報告―」『筑波大学留学生セ
ンター日本語教育論集』28 号：281-290
